
◎会長報告－冨澤藤利会長
　皆さん、今日は。一昨日はこの冬一番の寒波が日
本列島を被いましたが、皆さんの体調は如何でしょ
うか。今日は新年第2回目の例会ですのでロータリー
活動目標以外の私の個人的目標をお話し致します。
まず、健康のためにやっている農園活動ですが、特
に力を入れておりますのがさくらんぼです。佐藤錦
という品種の栽培と巨峰についても注力し収穫の頃
には豊作となるように頑張りたいと思います。それ
から私の趣味で頭の体操の物書きです。今年の夏の
お盆の頃に第 4作目の執筆に入れるように構想を固
めて取り組みたいと思います。この二つが今年の私
の些細な目標です。皆様もいろいろ目標を立ててい
らっしゃると思いますが、我々の年齢になると何よ
り健康が大事です。健康管理に気を付けて 1日 1 日
を健やかに生活されるように願っております。また、
今月は職業奉仕月間となっておりますので地区の職
業奉仕委員長をされている比佐臣一様をお招きし卓
話を頂戴することになっております。宜しくお願い
します。私からは以上です。
◎幹事報告－岩元義春幹事
・東京江戸川ロータリークラブより週報が届いており
ます。
・福島民報社より広告掲載紙が届いております。
・いわき分区より新入会員セミナーの案内が届いてお
ります。新入会員3年未満の会員が対象になります。
日時は 2月 16 日㈭、場所はワシントンホテルです。
◎各委員会報告
◇出席委員会－押田小委員長
　本日の出席状況は下記の通りです。なお、本日は
出席奨励賞をお渡しします。名前を呼びますので前

ゲスト
　　第 2530地区　職業奉仕委員長
　                          比　佐　臣　一　様

の方へどうぞ。
櫛田幸雄会員、
本間敏一会員、
鈴村正人副会
長、荒川清会
員、大平伸人
会員おめでと
うございます。
◇スマイルボックス委員会－林副委員長

・比佐臣一様の卓話を歓迎して。
生駒、髙木、鈴木（雅）、山下、
赤津（善）、押田、矢代、林、越
田和、清水、関川、川口、櫛田、
佐藤智子、渡邉（公）、藤田、浜
津、添田、嵐、丹野、星、佐藤

（英）各会員及び冨澤会長、鈴村副会長、佐藤政司
会長エレクト、岩元幹事、小熊副幹事
・出席奨励賞ありがとうございました。
櫛田、本間、大平、荒川（清）各会員及び鈴村副会
長
・前回欠席ごめんなさい。　　　　　佐藤（英）会員
◎外部卓話　　第2530 地区職業奉仕委員会

委員長　比佐　臣一 様
　いわき小名浜ロータリークラブ
所属で現在地区の職業奉仕を担当
しております比佐です。以前ガバ
ナー補佐を務めさせて戴いた時に
年 4回お邪魔させて戴き、この席

に立たせてもらい来るたび皆様の暖かい応援を頂戴
し、ファイトを燃やして、また新しい目標に向かい
挑戦したことを懐かしく覚えております。本日は、「職

出席状況 正会員数　　　　　   56 名　　　　本日出席会員数　　　　   41 名
 本日の出席率　　   80.39％　　　 　
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人類に奉仕するロータリー

ロータリーソング　奉仕の理想
－今月は職業奉仕月間です－

ロータリーの行動規範
　　　　大市　哲也　会員

業奉仕を考える、職業を通じて地域の為に」をテー
マにお話を致します。
　職業奉仕のキーワード
1.　自他共栄
2.　和顔愛語
3.　高潔性（善意の心から発する倫理的、道徳的、
　人格的に信頼される人間形成、隣人愛の実践。）
　例会の大切さ。例会において和顔愛語で親睦を深
めながら、会員同士が切磋琢磨し、職業奉仕に関して、
発想や知恵の交換を心がけて、自己研鑽と自己改善
を図り、例会場を出て、自他共栄と高潔性を旨として、
職業奉仕を実践しよう。
『世の中に必要なものは、必ず栄える』
　御客様の求めることをキャッチし、それを提供す
れば必ず栄える、という実例として双葉郡からいわ
き市泉地区へ避難し、泉に店舗を開いた『稲元電気』
と『卵の郷』の例を語りたいと存じます。誰も気が
つかないお客様が求めている需要を察知するセンス
と職業人としての努力が成功し、結果的に職業を通
して世の中のお役に立ちながら、大変繁盛しており
ます。
　我々ロータリアンは、慈しみを込めた職業奉仕実
践活動によって得た正当な利益を原資にして、個人
としても団体としても、他者のことを思いやり、他
者のために尽くす社会奉仕活動を実践することが、
他者の自立と発展に寄与し、ひいては国際理解と世
界平和の実現を目指すことが、ロータリアンのある
べき姿と考える。
　職業奉仕に関する十二章（ＲＩ第 2580 地区・東京
沖縄・職業奉仕員会編纂）
 1.　自分の職業に誇りを持つことから職業奉仕は始
　まる。
 2.　天与の職業に愛情を持って育てることは職業奉
　仕だ。
 3.　どんな仕事でも有用で、それを継続することは
　職業奉仕だ。
 4.　事業の経営に最善の努力をすることこそ職業奉
　仕だ。
 5.　社員教育に熱意を注ぐのは立派な職業奉仕だ。
 6.　社員の福祉向上に努力し、幸福を願うことは職
　業奉仕だ。
 7.　業界の発展のために力を尽くすことは職業奉仕
　だ。
 8.　職業倫理を高めることは職業奉仕だ。
 9.　常に相手の身になって共存共栄を図ることは職
　業奉仕だ。
10.　自分の職業の水準と品位を高める努力は職業奉
　仕だ。
11.　例会で多くの人と職業上の理解を深めることは
　職業奉仕だ。
12.　売り手良し、買い手良し、世間良し、環境良し、
　これこそ職業奉仕だ。

　職業奉仕の基本理念
　世のため人のための心をもって職業を営むこと
　その結果として『信頼』『信用』という保護膜につ
つまれて、長期的に安定した利潤を獲得し、強靭な
体質の企業を作り上げることが出来る。
　『最もよく奉仕するものが、最も多く報われる』
One  Profi ts  Most  Who  Serves  Best.
　言葉を換えれば、黄金律『自分がしてもらいたい
ことを、先に他人にしてあげるに通じる考えである』
　ロータリーの基本原則とは『分かち合いたい、奉
仕したい、という全ての善良な人々の心に灯された
善意に基づく世界的な運動である』
　私は今、泉地区地域振興協議会会長を務めており
ますが、6 日前の 11 日、250 人が参加した泉地区新
年会の主催者代表挨拶で、人生最高の喜びは、他の
人のお役に立って生きることである。私達は、他の
人の喜びを、我が心の喜びとして、健康長寿百歳を
皆なで目指そう、と力説したところであります。
　ロータリーの目的　第2項
　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべ
て価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
てロータリアン各自の職業を高潔なものとすること。
　職業奉仕こそが、ロータリーにとって根幹をなし
ており、また職業奉仕という考え方は、他の奉仕団
体にはなく、正にロータリークラブを特徴づけてお
ります。それぞれの職業が、誇り得る天職であり、
絶えずお客様のことを考えて自らの職業に励むこと
が即他の人々や私達が生かされている地域社会への
奉仕につながると考えるべきであります。
　職業奉仕とは、職業を通して、世のため人のため
になるいい仕事をすることであり、社会に一定の利
益を生み出す奉仕活動であります。
　我々は休日以外の毎日、職業に従事しており、職
業を通して社会に生み出される利益は、その人が退
職するまで永く継続することになります。そして職
業人である私達は、人生の時間とエネルギーの大半
を職業につぎ込んでおります。従って、職業に対し
てどういう考えで臨むかという問題は、『人生をいか
に生きるか』という問題に直結しており、職業奉仕
は生きる姿勢そのものを問いかけています。その意
味で職業奉仕は、人生哲学に通じる理念であり、職
業奉仕が、ＲＣの金看板と言われる由縁でありましょ
う。
　ＲＣは職業奉仕を行う団体ではなく、『職業奉仕を
行う会員の集合体であり、団体としての職業奉仕を
目的にするクラブではありません。』
　職業奉仕は個人奉仕であり、会員一人一人が、自
らの職業を通して行う奉仕活動であり、クラブ全体
で団体として職業奉仕をするわけではありません。
　会員一人一人が、職業人として実践している優れ
た倫理運動がロータリー活動であり、職業奉仕であ
ると考えるべきであります。


